
社会資本総合整備計画（第2回変更）

誰
だ れ

もが使
つ か

える、誰
だ れ

もが使
つ か

いやすい、安全
あ ん ぜ ん

安心
あ ん し ん

な公園
こ う え ん

づくり

岐阜県　瑞浪市
ぎ ふ け ん み ず な み し

平成２５年３月



平成 25 年 3月27日

1 誰もが使える、誰もが使いやすい、安全安心な公園づくり

平成22年度　～　平成25年度　（4年間） 瑞浪市

・瑞浪市民公園の利用者数　：　128,753人/年（H22年度当初）　→　150,000人/年（H24年度末）　
・瑞浪市内の都市公園における遊具の安全基準適合割合　：　50％（H22年度当初）　→　100％（H25年度末）　

（H22当初） （H23末） （H25末）
市民公園における利用者数を測定する。

128,753人／年 143,000人／年 150,000人／年

安全基準（遊具の安全に関する基準JPFA-S:20008)に適合し、耐用期間内にある遊具の数　/　供用している遊具の数
55% 92% 100%

Ａ1　基幹事業

番号 事業 地域 交付 直接 事業内容 事業実施期間（年度） 備考

効果促進事業費の割合

交付対象事業

0 0%257 百万円

全体事業費要素となる事業名

備考
最終目標値中間目標値

Ｃ／（Ａ＋Ｂ＋Ｃ）

当初現況値

257 百万円

（参考様式２）　　　　　社会資本総合整備計画

定量的指標の現況値及び目標値

計画の名称
交付対象

　瑞浪市民公園は、中央自動車道瑞浪インターチェンジ北側に位置し、東濃研究学園都市の一端である「インターガーデン構想」に位置付けられている総合公園である。
市内外からの利用者が増加しており、平成24年には第67回国民体育大会のソフトテニス競技も同公園で開催を控えている中で、施設の老朽化や時代のニーズに合わない施設が顕在化しているため、
各施設との連携の取れた一体的な整備を行う。また、他の市内都市公園における遊具の危険度判定調査の結果、危険な遊具の改築更新を行い、瑞浪市民公園とあわせて「誰もが使える、誰もが使い
やすい、安全安心な公園づくり」を目指す。

Ｂ Ｃ
合計

（Ａ＋Ｂ＋Ｃ）
全体事業費 0

計画の期間

Ａ

　　定量的指標の定義及び算定式

　　計画の成果目標（定量的指標）

計画の目標

番号 事業 地域 交付 直接 事業内容 事業実施期間（年度） 備考

種別 種別 対象 間接 （延長・面積等） H22 H23 H24 H25 H26

1-A-1 公園 一般 瑞浪市 直接 都市公園事業（瑞浪市民公園） 瑞浪市 188

1-A-2 公園 一般 瑞浪市 直接 都市公園安全・安心対策緊急総合支援事業（瑞浪市） 瑞浪市 61

1-A-3 公園 一般 瑞浪市 直接 公園施設長寿命化計画策定調査（瑞浪市） 瑞浪市 8

合計 257

Ｂ　関連社会資本整備事業

事業 地域 交付 直接 備考
種別 種別 対象 間接 H22 H23 H24 H25 H26

合計

番号 備考

Ｃ　効果促進事業

事業 地域 交付 直接 事業実施期間（年度） 備考

種別 種別 対象 間接 H22 H23 H24 H25 H26

合計 0

番号 備考

ﾃﾆｽｺｰﾄ・園路・広場・遊具等　29.7ha

全体事業費
（百万円）

市町村名

番号

事業内容
市町村名

港湾・地区名

全体事業費
（百万円）

（延長・面積等）

要素となる事業名

一体的に実施することにより期待される効果

事業者

（事業箇所）

一体的に実施することにより期待される効果

事業内容
市町村名

事業者

遊具の更新　11公園

事業者

瑞浪市

要素となる事業名
全体事業費
（百万円）

事業実施期間（年度）

瑞浪市

番号

瑞浪市 点検調査・長寿命化計画策定31公園

要素となる事業名



（参考図面）都市公園等事業

計画の名称 1 誰もが使える、誰もが使いやすい、安全安心な公園づくり

計画の期間 平成22年度　～　平成25年度　（4年間） 瑞浪市交付対象

瑞浪駅瑞浪駅瑞浪駅瑞浪駅

瑞浪瑞浪瑞浪瑞浪IC

A-2 都市公園安全・安心対策緊急総合支援事業（瑞浪市） （11公園）

A-3 公園施設長寿命化計画策定調査（瑞浪市） （31公園）

テニスコートテニスコートテニスコートテニスコート

整備整備整備整備

園路・広場・園路・広場・園路・広場・園路・広場・

遊具など遊具など遊具など遊具など

整備整備整備整備 野球場

体育館

ｻｲｴﾝｽ

ﾜｰﾙﾄﾞ

化 石

博物館

A-1 都市公園事業（瑞浪市民公園）

A-3 31


